
（別紙３）

～ 2025年　2月　17日

（対象者数） １４人 （回答者数）
１１人

～ 2025年　２月　17日

（対象者数） ８人 （回答者数）
８人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
年齢が上がってきて、身体が大きくなることを想定したス

ペース確保や配置の検討

2 各支援者のスキルアップを目指していきたいと思います。

3 ホームページの周知、有効活用

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 意識的に交流の場を作っていきたいと思います。

2

家族フェスティバルで、きょうだい参加の種目を増やし、

きょうだい同士の交流に繋げていきたいと思います。また保

護者交流会でも、兄弟のイベントを検討していきたいです。

3

支援スペースの工夫
限られたスペースの中で特性を考慮しつつ、パーテーション

で区切ったり、活動内容をグループ分けしてるしている

こどもの特性に応じた専門性のある支援

支援者の研修・勉強会を実施しています。　支援内容の工夫

と話し合いを毎日２回実施しています。特記事項や全員で周

知すべきことは、ミーティングボードを使用しながら支援内

容の明確化に努めています。

定期的な活動内容や連絡事項の発信や、保護者の方との情報

共有

保護者の方のお迎え時に確認していただけるように、活動内

容を写真入りで玄関に掲示しています。毎月「おたより」に

て活動内容や連絡事項を発信しています。連絡帳やLINEを使

い個別の連絡の対応をしています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

他事業所や学童クラブとの交流、地域での交流 開所間もない為、手が回っていませんでした。

きょうだい向けイベント　きょうだい同士の交流

きょうだいの交流につきましては、年齢が小さいお子さんが

多いため、今年度は顔合わせ程度の交流でした。秋の家族

フェスティバルでは、きょうだいが沢山参加いただけまし

た。

2025年　２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　　３月　22日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　ライム

○保護者評価実施期間
2025年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


